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～～～ 第 14 回社会福祉研究交流集会 in 北海道 ～～～ 

今日の貧困と社会福祉の方向－ナショナルミニマムの再構築に向けて－

 
日程：2008 年 8 月 30 日（土）13時 30 分～31 日（日）15 時 30 分 

会場：札幌学院大学（北海道江別市文京台 11／JR 函館本線「大麻駅」から徒歩 10 分） 
主催：第 14 回社会福祉研究交流集会実行委員会／総合社会福祉研究所 
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★ 

この数年、貧困と社会的格差をめぐる諸問題が社会的関心を集めています。障害者自立支援法に見られ

るような自己負担の強化、児童扶養手当や母子加算の切り下げ、生活保護基準の引き下げの検討の開始な

ど、わが国の社会福祉の「基準線」をどこに求めるのかが政策的な争点となっていますし、それへの対抗

軸をどのように構築するかがわれわれの側の緊急の課題です。 

北海道大会では、①貧困を軸に生活の現状をとらえること、②ナショナルミニマムの再構築を軸に政策

動向を批判的に検証すること、③現時点での「反貧困」運動の広がりと連動すること、④人の交流を深め

ることを、基本におきたいと考えています。多くの方々の参加をお待ちしております。 

第 14 回社会福祉研究交流集会実行委員会 実行委員長 布施晶子 

 

※※※※※※※※【第 1 日目・8 月 30 日（土）13 時 30 分～17 時】※※※※※※※※※※※※※※※※ 

●受付開始 12 時 30 分～（札幌学院大学Ｇ館１階） 

●開会 13 時 30 分～ 全体会会場：札幌学院大学 G館 SGU ホール 

     歓迎の挨拶 布施晶子本集会実行委員長（札幌学院大学学長) 

     オリエンテーション 

 

●シンポジウム ＜30 日(土)14 時～17 時＞ 

テーマ：今日の貧困と社会福祉の方向 －ナショナルミニマムの再構築に向けて－ 

 
貧困の深化と格差の拡大の中で、住民の「いのち」と「健康」そのものが脅かされています。シンポ

ジウムでは、その現実はどうなっているのか、それがどのような政策的な動向のなかで生じてきたのか

を検討し、これからの労働・福祉政策の方向について討論を行います。 

 

 ★司会・基調提案   松本伊智朗さん（札幌学院大学） 

 ★報告 「労働の現場で何が起こっているか」  川村雅則さん（北海学園大学）  

     「地域医療の現場から見る生活問題と健康」堀毛清史さん（北海道勤医協札幌病院） 

     「労働・社会福祉政策と生活保護基準」    布川日佐史さん（静岡大学） 

 ★総括討論 「80 年代以降の社会福祉政策の変遷と展望」 石倉康次さん（立命館大学） 

 

●懇親会＜30 日(土)17 時 30 分～20 時・札幌学院大学 G館 8階展望ホール＞ 
  

※※※※※※※※※※【2 日目・8 月 31 日（日）9 時 30 分～15 時 30 分】※※※※※※※※※※※※ 

●分科会 ＜31 日(日)9 時 30 分～15 時 30 分・札幌学院大学 A・B館＞ 

 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

夕張スタディツアーのご案内 (定員 40 名) 31 日 16 時出発～9 月 1 日 13 時千歳空港到着予定 

(1)内容：  

★8 月 31 日(日）午後 4時出発→午後 6時夕張到着 

         地元の方たちとの夕食交流会（午後 6時～8時） 

★9月 1日（月）市内視察・石炭博物館・炭鉱生活館 12 時終了、午後 1時千歳空港着 

(2)参加費：18000 円（夕食交流会の食事、バス代、宿泊代、入館料含む）  
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【分科会のテーマ・ねらい・報告者等】31 日(日)9 時 30 分～15 時 30 分 

 
 

第１分科会 生活保護基準・自立支援・格差と貧困－あらためて生活保護の課題を考える－ 
 
【ねらい】 生活保護基準切り下げ問題の一環である母子加算削減訴訟を題材としながら生活保護の基本

的・理論的課題を探り、また自立支援プログラムの登場や社会福祉行政の再編などが生活保護の現場にどうい
う問題を引き起こしているのか、実践に即して考えます。なかでも、社会保障を必要とする側の視点と、行政
の窓口に携わる者の視点とが、どのように交錯するのかを、「当事者」として踏み込んで考える場を提供しよう
と思います。 
【コーディネーター】 高田哲さん（名寄市立大学）、嶋田佳広さん（札幌学院大学） 

【助言者】青木 紀さん(北海道大学)  

【基調報告】「現代の生活保護とその総論的課題（仮）」日比野正興さん（全国公的扶助研究会） 

【個別報告】「現場からみた生活保護の運用と課題（仮）」梁川さん（札幌市手稲区） 

「母子加算削減問題と訴訟の意義」 母子加算訴訟弁護団 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

第２分科会  障害者の権利条約と障害者自立支援法 
 

【ねらい】 2006 年国連総会において「障害者権利条約」が採択され、日本政府も批准に向けて動きはじめま

した。一方で国内に目を転じると､障害者自立支援法が障害者たちの暮らしに大きな影を落としています。本分

科会では､障害者自立支援法の問題点や課題を、障害者権利条約の目的と内容から照射しつつ、改廃すべき諸点

について検証したいと思います｡ 
【コーディネーター】 田中耕一郎さん・木下武徳さん（北星学園大学） 

【基調報告】「障害者の権利条約の意義と障害者自立支援法の課題」 

東 俊裕さん（JDF 権利条約小委員長・DPI 日本会議条約担当役員） 

【報告】「権利条約から見た知的障害者福祉の課題」光増昌久さん（知的障害者更生施設松泉学院施設長） 

「権利条約から見た精神障害者福祉の課題(仮)」細川 潮さん（精神障害者回復者クラブすみれ会） 

「権利条約から見た身体障害者福祉の課題及び論点の整理」西村正樹さん（DPI 北海道ブロック会議議長） 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

第３分科会  豊かな老後は保障できるのか？－医療・介護保障と地域の実践課題をめぐって－ 
 
【ねらい】 高齢者のゆたかな生活を保障していくための制度や実践はどうあらねばならないかを共に検討し
ていきます。高齢者をめぐる各種の政策動向を十分に再検証し、現状の医療保障の実態や介護保障の実態、さ
らには、豊かな高齢期を支える地域の活動実態を整理しながら、医療・福祉サービスの今後の課題を明らかに
していきたいと考えます。 
【コーディネーター】 山本補将さん（専修大学北海道短期大学）・甲斐基男さん(北海道社会保障推進協議会) 

・大友芳恵さん(北海道医療大学)       

【基調報告者・助言者】 

「高齢者をめぐる医療・福祉の政策的動向と現状について」河合克義さん（明治学院大学） 

【報告】 

「医療保障をめぐって」行沢 剛さん（勤医協西区病院 医療ソーシャルワーカー） 

「介護保障をめぐって」芦崎 祐公さん（社会福祉法人ほくろう福祉協会 青葉のまち 相談支援課長）  

「住民の側からのとりくみ」(交渉中) 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
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第４分科会 「子育ち・子育て」を取り巻く貧困問題を考える 

－健やかに子どもが育つ環境を守るために－ 
 

【ねらい】 子どもを取り巻く貧困問題は、子どもの育ちという視点を抜きには語れません。子どもの誕生時
には出生に関わる問題が、幼児期には子どもを取り巻く生活の問題があり、それは子どもの健やかな育ちと深
い関連を持っています。そこでこの分科会では、乳児期・幼児期・学齢期という子どもの各ステージにおける
貧困問題を考えたいと思います。報告者は保健所・保育所・学校の各機関からの報告を予定しています。 
 
【コーディネーター】 

堀岡英機さん（北海道保育団体連絡会）・品川ひろみさん（札幌国際大学短期大学部） 

【助言者】 浅井春夫さん（立教大学）  【報告】（調整中）  
 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 
 
第５分科会 母子世帯の「自立」問題を母と子の視点から考えなおす 
 
【ねらい】 母子世帯の「自立」については、多様な議論がされていますが、現実は Welfare to Work（働く
ことによる福祉）と生活をめぐる引き締めが進んでいます。母子世帯が「女性」と「子ども」の世帯であると
いう原点に立ち戻り、従来の母親の 「自立」支援に加え、「子ども」の生活を保障することや、誰にとっての
「自立」なのかという問いも含めた、母子世帯の「自立」問題について 考え直してみたいと思います。 
 当日は、母親と子どもを支えている、それぞれの立場の方からご報告と、福祉事務所での勤務のご経験もあ
る助言者を交えて、議論を深めます。 
【コーディネーター】岩田美香さん・福間麻紀さん（北海道大学） 

【助言者】新保美香さん（明治学院大学） 

【報告】 母子自立支援員（交渉中） 母子生活支援施設職員（交渉中） 

     保育所あるいは学童保育で母子世帯をみている保育士（調整中） 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 
第６分科会 福祉労働の実態と今後の展望－希望をもって働く職場であるために－ 
 
【ねらい】 今、日本の社会福祉は、構造改革の名のもとに大幅な予算削減を伴った制度の改悪と、規制緩和
による民営化・営利化が進められています。こうした動向は、人権／生存権保障としての福祉労働を取りまく
労働環境や労働条件も大きく変貌させています。人が人らしく生きることを支える福祉労働は、それ自体が良
好な労働環境や労働条件によって支えられるべきです。本分科会では、現場で働く人の報告を軸に、福祉労働
の歴史的／今日的課題の共有とその展望の可能性を探りたいと思います。 
【コーディネーター】松川敏道さん（札幌学院大学）・藤原里佐さん（北星学園大学短期大学部）   

【助言者】垣内国光さん（明星大学） 【報告】(交渉中) 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 
特別分科会  維持可能な 21 世紀型地域・自治体づくりと地域福祉            
 
【ねらい】 財政危機と自己責任が強調される中で、「自治体構造改革」が進められようとしています。今こそ
自治体の公的機能と住民自治のあり方が問われているのではないでしょうか。北海道は「構造改革」の先行実
施地の役割を担わされています。 
本分科会では、広原盛明さん(龍谷大学教授・元京都府立大学学長)の基調講演をうけて、①なぜ今北海道が

焦点か、②公的病院再編の論理と地域の取り組み、③夕張の地域福祉の現状と希望への途の３つの報告を手が
かりに、人々が安心して普通の営みをおくれるような地域・自治体づくりと全国各地の実践を交流しあいたい
と思います。 
【基調講演】 広原盛明さん(龍谷大学教授・元京都府立大学学長) 

【コーディネーター】河合博司さん（酪農学園大学）・鍋谷州春さん(日本福祉大学)  
【分科会担当】 熊谷泰昌さん（夕張高校）・笠原克也さん（専修大学北海道短期大学） 
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【費用】参加費（資料代含む）  一般・大学院生 3,000 円  学部生 1,000 円 

    懇親会費（30 日夕）   3,500 円 

    弁当代（31 日昼）  1,000 円（お茶付き） 

    宿泊代  7,000 円～（シングル１泊朝食付き） 

    保育代 （当日、実費をいただきます。） 

 

【申込み方法】第一次締切８月１日（金） 

★保育･手話通訳申込締切８月１日（金） 

★分科会等が第 2 希望になる場合がありますので、8 月 1 日までにお申し込み下さい。 

★航空券と宿泊費込みのパック（ホテルはシェラトンホテル札幌です）をご用意しています。 

詳細は旅行社へ直接お問い合わせ下さい。羽田・千歳間の基本パック 53200 円～、大阪 55700 円

～、名古屋 47000 円～、福岡 59800 円～ パック料金には、千歳空港から会場までの交通に関わる

諸経費は含みません。 

★当日も参加申込みを受け付けますが、資料等がお渡しできない場合がございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

㈱旅システム （担当 松本彩実 尾久尚子） 

〒065-0012 札幌市東区北 12 条東 7丁目 1-1 ワコービル３階 

TEL:011-742-2260（土・日・祝休 8 月 14 日・15 日休）営業時間 9:10～17:00 

050-3387-0066 (IP)  営業時間以外の電話はＩＰ電話にお願いします。 

FAX:011-742-2265(番号をお間違えないように) 

E-mail：shukai@tabisystem.com 

(1)参加申込書に必要事項を記入し、FAX･郵便で上記にお送り下さい。 

メールでのお申込みの際は、必要事項をもれなくご記入下さい。 

｢総合社会福祉研究所｣のホームページからもお申込みいただけます。 

http://www.sosyaken.jp/ 
(2)申込み内容の確認と費用（振込のご案内）を折り返し FAX･郵便でご連絡いたしますので、

下記の口座に費用をお振込み下さい。 

北洋銀行  東苗穂支店（ヒガシナエボシテン） 普通 ０４５９４１０ （株）旅システム 

(3)ご入金確認後、8 月 11 日（月）以降、参加券･懇親会券･弁当券等を郵送します。当日忘

れずにご持参下さい。 

＜主催・お問合せ＞  総合社会福祉研究所事務局 

〒543-0055 大阪市天王寺区悲田院町８－１２ 総合社会福祉研究所気付 

電話０６－６７７９－４８９４  ＦＡＸ０６－６７７９－４８９５ 

http://www.sosyaken.jp/ E-mail:sosyaken@ad.email.ne.jp 

★参加申込先は｢㈱旅システム｣です。ご注意下さい★ 

【キャンセル等について】 

(1)当日のキャンセルは、すべてご返金できません。 

(2)8 月 12 日～29 日のキャンセルは、参加費・懇親会費･弁当代は返金できませんが資料集を後日郵

送します。宿泊代、航空券・宿泊代込みのパックについてはキャンセルされた日に応じて 20%～100％

の取消手数料が発生しますのでご注意下さい。 

 

◆
申
込
先
◆



 

▲送信先▲ ㈱旅システム（FAX 011-742-2265） 
 

第 14 回社会福祉研究交流集会 in 北海道（8/30・31）参加申込書（  月  日） 
 

名 

前 

フリガナ 

   歳
男 ・ 女 一般 ・ 院生 ・ 学部生 

 

 

 

 

所属団体・職種 

ご連絡先（自宅・職場）              ※お申込み確認はＦＡＸで行います。必ずご記入下さい。

                                   ※職場の場合は職場名の記入を忘れずにお願いします。 

〒     －      

住所        

 

 

TEL      （      ）          FAX      （      ）     

※FAX 番号を必ずご記入下さい。

 

携帯      （      ）         E-mail : 

◆該当箇所にチェックまたは○印・必要事項をご記入下さい。 

参加費 □ 一般 3,000 円     □ 大学院生 3,000 円     □ 学部生 1,000 円 

参加日程 
□ 両日    □ 30 日のみ   □ 31 日のみ 

当研究所会員の方のみお尋ねします。 総会 30 日(土)11 時～12 時(予定)に □出席  □欠席

夕張ツアー □ 参加する（18,000 円視察に伴うバス代、宿泊代含む）    □参加しない  

分科会 

希望 

第 １ 希 望 １ ･ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６ ・ 特別 

第 ２ 希 望 １ ･ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６ ・ 特別  

懇親会 □ 参加する（30 日夜・3,500 円）          □ 参加しない 

弁当 □ 申し込む（31 日昼 １,000 円・お茶付き）    □ 申し込まない 

航空券との
パック 
( ご 希 望 を
ご記入下さ
い) 

□申し込む   

第 1 希望   往路（ 日   発・便名   ）／復路（ 月 日   発便名   ）  

第 2希望  往路（ 日   発・便名   ）／復路（ 月 日   発便名   ） 

第 3希望  往路（ 日   発・便名   ）／復路（ 月 日   発便名   ） 

□申し込まない 

宿 泊 の み
希望の方 

 (1 泊朝食付

き) 

□申し込む →□ 30 日（集会当日）  □ 前泊（29 日）  □後泊(31 日)    □申し込まない 

希望ホテル番号 第１希望 第２希望 備考  

＊ホテルは下記からお選び下さい。満室になった場合などにはご希望に添えない場合がありますので、あしからずご

了承下さい。 

ホテル名 最寄り駅 料金(円) 

① シェラトンホテル札幌 ＪＲ新札幌駅から徒歩２分 
※札幌学院大学にはこちらが便利です １３，０００

② 札幌リッチホテル 
JR「札幌駅」南口より徒歩７分 

 
７，０００

必要なものに
○印を 

□保育  □手話通訳  □要約筆記（保育・手話通訳・要約筆記は８月 1 日締切）  □ 車いす介助 

 
                                         記入欄 受信    連絡    入金確認    発送 


